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ラ
ソ
シ
マ
ソ
の
『
十
字
軍
の
歴
史
』
と
い
え
ぱ
、
誰
し
も
三
巻
本
圃
国
塾

無
Q
謎
ミ
簿
恥
○
ミ
器
§
勲
δ
㎝
劉
α
幽
を
思
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書

は
そ
れ
で
は
な
い
。

　
原
著
は
↓
ぎ
ミ
ミ
G
這
簑
§
脚
日
り
。
。
O
で
、
著
者
自
身
が
三
巻
本
の
内
か

ら
第
一
回
十
宇
軍
の
部
分
の
み
を
取
り
出
し
、
一
般
向
け
に
再
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
叙
述
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
占
領
を
以
っ
て
終
り
、
文
字
通
り

「
第
一
回
十
字
軍
」
の
歴
史
で
あ
る
。

　
原
著
の
元
に
な
っ
た
三
巻
本
に
つ
い
て
は
既
に
定
評
も
あ
る
の
で
、
本
稿

で
は
当
邦
訳
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
訳
文
は
読
み
や
す
く

書
か
れ
て
い
る
が
、
や
や
荒
っ
ぽ
い
所
も
あ
り
、
な
お
再
考
の
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
ほ
ぼ
叙
述
の
順
に
従
っ
て
列
挙
す
る

が
、
校
正
洩
れ
と
思
し
き
も
の
な
ど
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
言
及
し
な
い
。

　
「
キ
リ
ス
ト
の
敵
」
（
第
一
章
表
題
）
。
原
語
は
》
コ
試
。
貯
算
で
あ
る
が
、

圃
じ
語
が
九
二
頁
に
は
「
反
キ
リ
ス
ト
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
統
一
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
「
な
く
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
」
（
一
九
頁
挿
絵
の
脚
註
）
。
原
文
は
げ
跨
自

a
。
。
㊤
庖
①
賃
＆
で
あ
る
。

　
「
キ
リ
ス
ト
単
性
説
」
鴇
。
鵠
。
霞
σ
q
冴
巳
（
二
四
頁
）
。
こ
の
ま
ま
な
ら
「
単

働
説
」
で
あ
る
。
但
し
、
三
巻
本
の
当
該
箇
所
（
一
二
頁
）
に
は
竃
◎
昌
。
①
，

垣
鍵
α
q
騨
濤
と
あ
り
、
こ
れ
な
ら
ば
「
単
勢
力
説
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
ヘ
ラ
ク

レ
イ
オ
ス
の
宥
和
策
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
三
巻
本
の
用
語
が
史
実
に
一

致
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
単
性
説
」
　
諸
。
ロ
。
や
身
。
。
譲
。
。
露

と
は
別
の
用
語
で
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
一
〇
九
九
年
」
（
三
一
頁
挿
絵
の
脚
註
）
。
　
一
〇
〇
九
年
で
あ
る
。
但
し

こ
れ
は
誤
植
か
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
ビ
ザ
ソ
テ
ィ
ソ
帝
国
が
登

場
し
て
き
た
」
跨
Φ
お
乏
e
。
ω
騨
お
ヨ
P
爵
勲
び
δ
巴
①
〈
貯
舘
O
h
じ
σ
団
N
三
子
冒
Φ

娼
。
二
藍
（
一
一
一
三
頁
）
。
器
く
ぞ
巴
と
旨
く
巴
を
取
り
違
え
た
も
の
か
。
或
い
は

意
図
的
に
補
っ
て
訳
し
た
か
。

　
コ
一
〇
〇
〇
ヵ
所
L
（
三
七
頁
）
。
原
文
は
酔
芝
。
げ
当
込
Φ
α
で
あ
る
。

　
「
異
端
派
の
哲
学
者
」
騨
娼
9
・
σ
q
ρ
昌
℃
ぼ
δ
。
。
o
噂
げ
巽
（
三
八
頁
）
。
娼
帥
σ
q
§

は
「
異
教
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
原
罪
」
≦
巨
【
Φ
曾
①
ω
ω
（
四
二
頁
）
。
禽
己
の
犯
し
た
罪
或
い
は
不
正
行

為
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
原
罪
」
で
は
あ
る
ま
い
。

　
「
有
名
な
紳
士
と
淑
女
」
跨
。
σ
q
器
暮
δ
a
ω
誤
想
δ
象
Φ
ω
（
四
三
頁
）
。

一
〇
世
紀
の
大
貴
族
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
「
紳
士
淑
女
」
は
違
和
感
を

禁
じ
得
ま
い
。

　
「
北
部
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
二
つ
の
王
家
で
あ
る
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
の
伯
爵

た
ち
と
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
家
の
公
爵
た
ち
」
（
四
五
頁
）
。
「
王
家
」
の
原
語

は
身
轟
ω
菖
。
ω
で
あ
る
が
、
一
一
世
紀
前
半
に
つ
い
て
論
ず
る
文
脈
か
ら
す
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れ
ば
、
「
名
家
」
「
名
門
」
或
い
は
「
家
門
」
と
で
も
訳
す
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
か
。

　
「
聖
遺
物
と
し
て
の
腕
し
男
①
出
ρ
美
髪
貿
B
（
四
七
頁
挿
絵
の
脚
註
）
。

「
腕
型
の
聖
遺
物
運
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
」
累
○
諾
。
B
①
ロ
（
四
八
頁
）
。
原
著
で
は
別
に
咳
。
学

乏
Φ
σ
q
㌶
房
と
い
う
語
も
用
い
て
お
り
、
そ
ち
ら
が
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
」
（
四

六
頁
）
で
あ
ろ
う
。
属
o
H
器
巳
①
ロ
の
方
は
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
」
と

で
も
訳
す
べ
く
、
実
際
、
こ
の
同
じ
語
が
四
六
頁
で
は
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ

ィ
ア
兵
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ブ
イ
ヨ
ン
の
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
公
の
物
語
よ
り
（
下
）
」
（
五
三
頁
挿
絵
の
脚

註
）
。
上
下
二
つ
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
脚
註
で
は
下
方
だ
け
が

「
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
公
の
物
語
よ
り
」
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
両
方
と
も
そ
う
で

あ
る
。
実
際
、
移
箸
で
は
両
方
に
こ
の
註
記
が
付
い
て
い
る
。

　
「
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
諸
侯
偏
け
び
①
い
O
溝
び
P
a
団
H
冒
o
O
の
（
五
四
～
五
五
頁
）
。

我
国
で
は
通
例
「
ツ
ソ
バ
ル
デ
ィ
ア
」
は
北
イ
タ
リ
ア
の
地
方
名
と
し
て
用

い
る
が
、
こ
こ
は
ヴ
ェ
ネ
ベ
ン
ト
や
サ
レ
ル
ノ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

「
ロ
ン
パ
ル
ド
系
の
」
と
訳
し
た
方
が
誤
解
を
避
け
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
自
分
た
ち
を
受
け
容
れ
て
く
れ
た
ロ
ー
マ
教
皇
」
鋳
。
矧
O
℃
Φ
≦
げ
。
諺

げ
Φ
げ
巴
ゆ
℃
喝
。
冨
ゆ
。
鳥
（
五
五
頁
）
。
「
彼
〔
皇
帝
〕
が
指
名
し
た
教
皇
」
で

あ
ろ
う
。

　
「
総
主
激
」
賃
。
喜
♂
げ
。
も
（
六
〇
頁
）
。
「
大
主
教
」
で
あ
ろ
う
。

　
六
一
頁
の
挿
絵
は
、
写
真
の
裏
焼
と
思
し
く
、
左
右
が
逆
で
あ
る
。
因
に

原
著
で
は
正
し
く
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
六
三
頁
の
挿
絵
の
脚
註
は
、
二
度
目
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
」
の
語
が
不
要
で
あ

ろ
う
。
さ
も
な
い
と
ヴ
ェ
ニ
ス
そ
の
も
の
が
造
船
駈
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
意
味
を
な
さ
な
い
。

　
「
ロ
ベ
ル
ト
ー
ー
ギ
ス
カ
ル
ド
王
」
（
六
四
、
六
五
、
一
三
八
頁
）
。
原
文
に

は
「
王
」
に
当
る
語
は
な
く
、
実
際
、
彼
は
「
王
」
で
は
な
い
。

　
「
武
器
を
手
放
す
」
富
貯
。
毛
錠
ヨ
。
。
（
六
七
頁
）
。
「
武
器
を
取
る
」
で

な
け
れ
ば
、
文
脈
上
か
ら
も
意
味
が
通
じ
ま
い
。

　
「
そ
う
考
え
て
い
た
」
昏
。
儲
σ
q
馨
⇒
9
（
岡
頁
）
。
こ
れ
に
先
立
つ
部
分
を

上
記
の
よ
う
に
訳
し
た
た
め
に
、
口
。
げ
を
無
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も

の
か
。

　
「
日
曜
日
」
（
七
〇
頁
）
。
原
文
は
ピ
。
頃
山
超
で
あ
る
。

　
「
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
だ
け
は
十
字
架
の
た
め
に
命
を
落
と
し
た
人

び
と
す
べ
て
に
罪
障
消
滅
を
与
え
た
」
憎
。
℃
Φ
O
お
σ
q
o
q
＜
員
8
嘗
σ
q
穿
く
。

節
げ
。
。
o
冨
蕗
o
p
8
巴
一
淘
げ
。
象
①
創
φ
σ
q
馨
貯
α
q
｛
o
出
離
Φ
9
0
。
。
。
。
（
七
二
頁
）
。

こ
の
直
前
に
は
ア
レ
ク
サ
ソ
デ
ル
ニ
世
が
参
加
者
全
員
に
免
償
を
与
え
た
叙

述
が
出
て
来
る
。
こ
れ
に
対
し
て
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
「
命
を
落
と
し
た
人
び

と
す
べ
て
に
罪
障
消
滅
を
与
え
た
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
風
に
。
巳
嘱
を
掛

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
＝
二
世
紀
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
地
図
」
（
七
三
頁
挿
絵
の
脚
註
）
。
原
文

で
は
た
だ
お
夢
6
0
馨
母
団
ヨ
ρ
℃
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
図
そ
の
も
の
を
見

る
と
、
こ
れ
は
世
界
地
図
で
あ
っ
て
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
地
図
で
は
な
い
。
イ

ェ
ル
サ
レ
ム
は
、
そ
の
説
明
に
あ
る
如
く
、
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

　
「
司
教
区
」
ω
Φ
①
（
八
一
以
上
。
こ
こ
は
首
位
権
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の

で
、
「
司
教
座
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
犯
し
た
罪
に
対
す
る
罰
を
一
時
的
に
赦
す
」
σ
q
三
つ
σ
q
お
巳
認
δ
づ
貯
。
ヨ

富
ヨ
℃
o
巴
鎗
噂
窪
毘
鉱
＄
脇
。
貝
嗣
げ
①
ω
冒
。
。
（
八
四
頁
）
。
　
ク
レ
ル
モ
ン
会
議
の
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評書

決
定
に
関
し
て
述
べ
た
部
分
だ
が
、
富
ヨ
唱
。
目
巴
娼
Φ
⇒
巴
町
①
ω
と
い
う
語
に

つ
い
て
の
う
ソ
シ
マ
ソ
の
意
図
は
、
こ
こ
か
ら
だ
け
で
は
推
測
し
に
く
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
ク
レ
ル
モ
ン
会
議
の
原
文
は
詳
巽
讐
鼠
讐
o
o
聲
は

℃
g
律
Φ
馨
冨
魚
器
℃
三
簿
虹
H
（
欝
ω
o
ヨ
白
く
…
Φ
（
Φ
9
γ
∪
馬
ミ
馬
ミ
9
ミ
？

ミ
。
ミ
§
鴇
3
や
凝
）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
℃
9
沫
Φ
簿
冨
の
意
味
が
問
題

に
な
る
。
最
近
9
国
冨
ギ
ω
蝕
臼
な
ど
に
よ
り
十
字
軍
時
代
の
「
贈
宥
」

概
念
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ウ
ル
パ
ヌ
ス
ニ
世
時
代

に
は
、
隈
宥
は
行
為
の
「
功
徳
」
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
即
ち
、
困
難
な
行

為
は
功
徳
あ
る
も
の
で
あ
り
、
以
前
に
犯
し
た
罪
を
桐
殺
し
得
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、
苛
酷
で
功
徳
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
、
以
前
の
罪
に
対
す
る
償
い

を
果
た
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
℃
Φ
三
富
暮
冨
を
考
え
る
と
、
こ
れ

は
罪
の
償
い
の
た
め
に
科
せ
ら
れ
る
苦
行
な
ど
の
行
為
を
指
し
て
い
る
と
解

釈
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
如
く
、
「
そ
の
旅
は
す
べ
て
の
℃
⑦
忌
な
馨
冨

の
た
め
と
み
な
さ
る
べ
し
」
と
決
定
さ
れ
た
時
、
そ
の
意
味
は
、
十
年
号
に

行
く
こ
と
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
す
べ
て
の
娼
。
a
冨
馨
冨
に
代
わ
る
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
得
る
。
も
し
ラ
ソ
シ
マ
ソ
が
、

こ
う
し
た
ク
レ
ル
モ
ン
決
議
の
意
味
を
正
し
く
踏
ま
え
て
お
皇
。
。
。
。
δ
轟
坤
9
⇒

ぎ
巳
℃
o
八
二
娼
窪
巴
江
Φ
ω
と
｛
皿
商
っ
た
の
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
か
か
る
償
い

の
行
為
か
ら
の
免
除
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
勿
論
、

ラ
ン
シ
マ
ソ
自
身
の
意
図
は
不
明
確
で
あ
り
、
別
の
解
釈
も
な
り
立
ち
得
る
。

し
か
し
、
訳
者
の
よ
う
に
「
罰
を
一
時
的
に
赦
す
」
と
い
う
風
な
解
釈
を
す

る
た
め
に
は
、
よ
り
説
得
力
あ
る
根
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
十
字
架
を
つ
け
る
資
格
を
取
っ
た
者
は
誰
で
も
」
諺
口
団
8
0
夢
心
8
0
犀

昏
。
9
0
の
。
。
（
八
四
頁
）
。
「
つ
け
る
資
格
」
は
原
文
に
な
く
、
意
味
の
上
か

ら
も
不
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
一
〇
九
五
年
よ
り
前
に
」
σ
臥
。
器
夢
①
）
・
Φ
震
一
〇
〇
㎝
勇
p
ω
o
暮
（
九
〇

頁
）
。
コ
〇
九
五
年
が
終
る
前
に
」
或
い
は
「
一
〇
九
五
年
の
内
に
」
で
あ

ろ
う
。

　
「
教
皇
は
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
う
し
ょ
う
と

も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
げ
①
α
達
コ
。
辞
o
H
o
o
三
α
口
。
踏
℃
同
。
〈
①
簿
詳

（
九
二
頁
）
。
原
文
に
は
訳
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
意
志
的
な
意
味
は
な
い
。

此二

ﾗ
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
こ
こ
は
民
衆
的
運
動
に
対
す
る
教
皇
の
態
度
を

述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
こ
の
違
い
は
看
過
し
得
な
い
。
即
ち
、
原
文
で

は
民
衆
の
熱
狂
に
対
し
て
中
立
的
、
或
い
は
む
し
ろ
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
し

て
果
た
せ
な
か
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
る
が
、
訳
文
の
方
で
は
積
極
的
に
黙

認
し
た
か
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
た
っ
た
一
足
の
靴
を
め
ぐ
っ
て
」
o
〈
貧
夢
Φ
。
。
巴
①
9
酔
℃
騨
畔
。
隔

ω
げ
o
o
ω
（
一
〇
〇
頁
）
。
原
文
通
り
「
販
売
」
を
入
れ
な
け
れ
ば
事
清
が
わ
か

る
ま
い
。

　
「
戦
う
と
は
い
え
」
（
一
＝
二
頁
）
。
原
文
は
冒
o
a
興
ε
で
あ
り
、
文

脈
上
も
「
戦
う
た
め
に
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
伯
爵
」
（
一
一
五
頁
一
行
目
）
。
原
文
は
∪
鼻
Φ
で
あ
る
。

　
「
ル
チ
ル
の
ボ
ー
ド
ワ
ソ
、
ル
ー
ブ
ー
ル
の
領
主
の
ボ
ー
ド
ワ
ソ
ニ
世
、

エ
ノ
ー
の
伯
爵
の
レ
ナ
ー
ル
、
ト
ゥ
ー
ル
の
伯
爵
の
グ
レ
ー
の
ヴ
ァ
ル
ナ
ー
」

（
＝
一
九
頁
）
。
名
前
と
称
号
が
　
つ
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
正
し
く
は
「
ル
ー

ブ
ー
ル
の
領
主
の
ル
チ
ル
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
、
エ
ノ
ー
の
伯
爵
の
ボ
ー
ド
ワ
ソ

ニ
世
、
ト
ゥ
ー
ル
の
伯
爵
の
レ
ナ
ー
ル
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
＝
二
三

頁
の
「
ル
ー
ー
ブ
ー
ル
の
ボ
ー
ド
ワ
ソ
ニ
世
」
や
＝
二
六
頁
の
「
ト
ゥ
ー
ル
の

ヴ
ァ
ル
ナ
ー
伯
」
も
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
、
ル
に
プ
ー
ル
の
ボ

ー
ド
ワ
ソ
は
後
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ソ
ニ
世
で
は
あ
る
の
だ
が
、
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こ
の
段
階
で
二
世
を
補
う
の
で
は
早
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
け
れ
ど
も
皇
女
ア
ン
ナ
が
」
（
＝
一
＝
～
＝
一
三
頁
）
。
原
文
に
は
接
続

詞
が
付
い
て
お
ら
ず
、
訳
者
が
「
け
れ
ど
も
」
と
補
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
け

れ
ど
も
」
は
次
の
「
首
都
郊
外
は
」
に
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
の
従
兄
弟
リ
カ
ル
ド
と
サ
レ
ル
ノ
の
ン
イ
ヌ
ル
フ
」

匿
ω
。
o
器
冒
。
。
切
8
げ
霞
目
慧
α
菊
ρ
冨
ロ
開
o
h
ω
巴
Φ
旨
。
（
二
二
九
頁
）
。
　
一

四
五
頁
に
「
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
は
…
…
従
兄
弟
の
サ
レ
ル
ノ
の
リ
カ
ル
ド
と
一

緒
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
サ
レ
ル
ノ
の
」
は
リ
カ
ル
ド
の
方
に
も
か
か
っ
て

い
る
。

　
「
陥
落
し
た
」
び
Φ
。
・
冨
α
q
①
島
（
一
三
九
頁
挿
絵
の
脚
註
）
。
「
包
囲
さ
れ
て
い

る
」
で
あ
る
こ
と
は
絵
を
見
て
も
わ
か
る
。
訳
者
は
び
①
。
。
δ
σ
q
o
と
い
う
語
に

つ
い
て
思
い
込
み
が
あ
る
ら
し
く
、
二
八
六
頁
九
行
目
で
も
「
占
領
し
た
」

と
訳
し
て
い
る
。

　
「
聖
職
者
」
o
Q
嘗
H
淳
屡
屡
。
巨
①
h
（
一
四
六
頁
）
。
こ
の
語
は
一
行
前
の
「
世

俗
の
指
揮
官
」
冨
団
δ
ρ
α
①
困
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
「
霊
的
指
揮
者
」
「
聖

界
の
指
揮
者
」
等
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
」
（
一
五
二
頁
）
。
原
文
は
9
呂
で

繋
い
で
い
る
が
、
次
の
文
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
く
、
「
の
で
」
と
訳
す

の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
「
た
っ
た
ひ
と
り
だ
け
で
十
字
軍
に
参
加
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
貴

族
偏
夢
Φ
8
強
国
づ
α
q
冨
げ
昌
8
冨
巳
㊤
揖
8
8
0
0
ヨ
℃
騨
コ
団
夢
①
O
歪
ω
p
9

（一

ﾜ
四
頁
）
。
「
十
字
軍
に
参
加
し
た
唯
一
の
イ
ギ
リ
ス
貴
族
」
の
意
で
あ

ろ
う
。

　
「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
伯
爵
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
公
爵
を
ノ
ル
マ
ソ
部
族
の

支
配
者
で
あ
る
、
と
認
め
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
」
雪
畠
乏
げ
。
舘
冨
。
辛

δ
山
σ
q
a
普
①
∪
島
Φ
o
断
累
o
H
日
ρ
昌
自
団
器
夢
Φ
げ
Φ
巴
。
臨
瓢
ω
鎚
8
（
一

五
六
頁
）
。
訳
文
で
は
≦
げ
。
を
「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
伯
爵
し
に
か
け
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
ル
ジ
ェ
ロ
ー
ー
ボ
ル
ザ
」
に
か
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
ゲ
＄
α

は
「
支
配
者
」
と
い
う
よ
り
、
「
宗
家
」
「
本
家
」
の
意
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
「
九
月
一
〇
日
に
」
（
一
八
○
頁
）
。
原
文
で
は
》
げ
。
暮
が
付
い
て
い
る
。

　
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
（
一
九
一
頁
）
。
原
文
は
O
碧
①
の
で
あ
る
。
因
に
、
次

頁
一
行
目
の
方
の
「
オ
ラ
ン
ダ
」
は
累
Φ
夢
霞
冨
呂
。
。
で
あ
る
。

　
「
ノ
ル
マ
ソ
王
国
の
リ
カ
ル
ド
」
図
言
げ
舘
α
o
h
凪
げ
①
℃
江
P
o
鱈
ρ
汁
Φ
（
一

九
三
頁
）
。
こ
の
人
物
は
縛
無
騒
の
中
で
菊
8
冨
巳
廣
“
Φ
国
冨
9
℃
緯
ロ

と
し
て
幾
度
か
登
場
す
る
。
い
・
じ
d
訪
露
實
に
よ
れ
ば
（
幾
裳
＆
遷
§
§
更
§
馬

§
ミ
㌣
§
§
蕊
ミ
9
養
織
斜
℃
・
H
ω
戸
。
。
）
、
津
貯
。
首
下
話
は
「
公
国
」

「
公
領
」
の
意
で
あ
り
、
も
し
地
名
を
補
う
と
す
れ
ば
「
サ
レ
ル
ノ
」
で
あ

ろ
う
。

　
一
九
三
頁
挿
絵
の
脚
註
に
は
ρ
呂
冨
㊤
＜
団
曽
日
。
霞
に
当
る
語
が
抜
け

て
い
る
。
な
お
、
「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
谷
」
と
い
う
衷
題
は
原
著
に
は
な
く
、

何
に
拠
っ
て
い
る
の
か
訳
者
の
御
教
示
を
得
た
く
思
う
。

　
「
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
」
（
二
〇
四

頁
）
。
「
ま
た
」
に
当
る
部
分
の
原
文
は
し
d
暮
で
あ
り
、
文
脈
上
も
は
っ
き

り
逆
接
で
あ
ろ
う
。

　
「
シ
ャ
ル
ト
ル
の
フ
ー
シ
ェ
」
閃
巳
閃
。
隔
○
げ
舘
詳
⑦
の
（
二
〇
八
頁
）
。
「
フ

ー
シ
ェ
」
で
は
な
く
「
フ
ル
ク
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
原
著
者
自
身
が
態

々
「
歴
史
家
の
男
巳
。
げ
2
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
注
意
し
て
い
る

の
に
。
な
お
、
二
三
八
頁
も
同
様
で
あ
る
。

　
「
伯
爵
の
門
」
（
一
二
七
頁
）
。
原
文
は
夢
Φ
O
緯
①
9
夢
Φ
U
舞
①
で

あ
る
。
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評書

　
「
単
騎
出
撃
」
ω
重
囲
。
。
。
（
二
一
九
頁
）
。
「
単
騎
」
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
（
二
二
九
頁
）
。
原
文
に
は
O
ぽ
圃
ω
鉱
磐
ω
の
前
に

昌
p
菖
く
Φ
が
付
い
て
い
る
。

　
「
宰
絹
」
≦
鼠
霞
（
二
三
四
頁
）
。
同
じ
語
が
二
七
八
頁
で
は
「
大
臣
」
と

訳
さ
れ
て
お
り
、
統
～
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
ボ
ヘ
モ
ソ
ド
」
（
二
三
七
頁
一
四
行
目
）
。
原
文
は
げ
。
で
あ
る
の
を
補

っ
て
ボ
ヘ
モ
ソ
ド
に
し
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
直

前
に
あ
る
固
有
名
詞
は
「
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
」
で
あ
り
、
文
脈
上
も
エ
テ
ィ
エ

ン
ヌ
が
最
も
適
合
的
で
あ
ろ
う
。

　
「
自
分
た
ち
の
寓
」
諺
妻
Φ
巴
夢
（
二
四
二
頁
）
。
　
こ
の
文
の
主
語
は

O
議
。
。
巴
①
携
と
複
数
で
あ
り
、
一
器
は
「
自
分
た
ち
の
」
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
は
9
噂
を
受
け
て
お
り
、
「
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
の
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
町
を
占
領
す
る
一
週
間
前
は
」
ρ
堵
Φ
Φ
財
び
①
h
o
重
げ
団
夢
①
o
騨
要
員
Φ

o
隔
窪
①
9
蔓
（
二
四
四
頁
）
。
訳
文
は
ξ
を
見
落
と
し
た
も
の
か
。
「
町
の

占
領
に
よ
っ
て
一
週
間
前
に
は
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
聖
ア
ソ
ド
レ
ア
ス
は
自
分
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
、
と
い
っ
た
」

＄
誤
⇔
σ
q
ぼ
ヨ
コ
9
8
び
①
ρ
博
p
器
（
二
五
〇
頁
）
。
原
文
に
は
「
自
分
を
」

の
語
は
な
い
。
尤
も
、
こ
れ
だ
け
な
ら
「
自
分
を
」
を
補
っ
て
も
差
支
え
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
部
分
は
ア
ギ
レ
の

レ
ー
モ
ソ
に
拠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
原
典
（
隠
霞
0
9
♪
目
押
や
b
。
㎝
㎝
）
を

見
れ
ば
、
ピ
エ
ー
ル
が
「
ト
ル
コ
人
が
往
き
来
の
者
を
殺
す
」
と
訴
え
る
の

に
対
し
て
、
聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
は
「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
、
彼
等
は
決
し
て

汝
を
害
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
故
に
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ト
ル
コ
人

を
恐
れ
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
聖
ア
ソ
ド
レ
ア
ス
自
身
を
恐
れ
る
の

で
は
な
い
。

　
「
根
に
持
っ
て
い
た
」
お
ω
Φ
暮
①
α
（
二
五
一
頁
）
。
同
時
の
出
来
事
な
の
で
、

た
だ
「
憤
っ
た
」
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
も
な
い
と
、
ピ
エ
ー
ル
が
以

前
に
も
司
教
に
第
一
の
幻
想
を
語
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
で

あ
ろ
う
。

　
「
聖
な
る
秘
蹟
」
属
O
蔓
ω
騨
自
ρ
巳
O
募
（
二
五
三
頁
）
。
よ
り
具
体
的
に

「
聖
体
」
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
〔
聖
槍
に
〕
接
吻
し
た
」
。
こ
の
話
は
二
度
出
て
来
る
（
二
五
三
頁
と
二

九
〇
頁
）
が
、
原
文
は
そ
れ
ぞ
れ
Φ
巳
び
冨
。
Φ
O
と
鉦
ω
ω
Φ
α
で
あ
っ
て
、
前

老
は
「
接
吻
し
た
」
で
は
な
い
。
同
じ
時
の
こ
と
を
指
し
て
、
ど
う
し
て
こ

う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
不
思
議
だ
が
、
原
典
に
当
れ
ば
お
よ
そ
の
察
し
は

っ
く
。
こ
れ
も
や
は
り
ア
ギ
レ
の
レ
ー
モ
ン
に
よ
る
が
、
原
語
は
8
0
三
p
言
の

ω
質
ヨ
（
葡
嵐
0
9
♪
H
H
H
い
や
昏
。
鵯
）
で
あ
り
、
o
ω
o
無
。
目
に
は
置
ω
ω
と

Φ
雪
げ
話
o
o
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。
ラ
ソ
シ
マ
ン
の
真
意
は
測
り
か
ね
る

が
、
同
じ
話
を
二
度
引
用
す
る
に
際
し
て
、
片
方
ず
つ
の
意
味
を
採
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
原
文
を
生
か
し
て
、
二
五
三
頁
の
方

は
「
抱
擁
し
た
」
と
で
も
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
か
ら
」
（
二
五
四
頁
）
。
原
文
は
言
臣
簿
δ
。
び
で
あ

り
、
文
脈
上
か
ら
も
「
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
へ
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
こ
の
嫉
妬
心
が
ア
レ
ク
シ
オ
ス
帝
の
要
求
を
支
持
す
る
気
持
ち
だ
け
か

ら
生
ま
れ
た
と
判
断
す
る
の
は
聞
違
っ
て
い
よ
う
」
客
≦
o
巳
自
げ
Φ
呂
蜜
㍑

8
器
σ
q
騨
a
ぼ
。
。
輪
西
。
屋
団
ゆ
。
。
匡
ω
o
巳
団
日
。
菖
く
。
貯
窪
唱
や
。
暮
貯
σ
q
倖
げ
。

。
冨
巨
ω
9
諺
δ
滋
岳
（
二
六
〇
頁
）
。
原
文
と
訳
文
と
で
は
嫉
妬
心
と
要
求

支
持
と
の
因
果
関
係
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
。
原
文
を
直
訳
す
れ
ぱ
「
嫉
妬

心
が
ア
レ
ク
シ
オ
ス
帝
の
要
求
を
支
持
す
る
唯
一
の
動
機
で
あ
る
と
み
な
す

の
は
公
正
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
な
り
、
も
し
、
訳
文
の
用
語
に
近
づ
け
る
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、

と
す
れ
ば
、
「
ア
レ
ク
シ
オ
ス
帝
の
要
求
を
支
持
す
る
気
持
が
こ
の
嫉
妬
心

だ
け
か
ら
生
ま
れ
た
と
判
断
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
よ
う
」
と
な
る
。
第
一

抄
う
で
な
い
と
前
後
の
文
脈
か
ら
も
意
味
が
通
じ
ま
い
。

　
「
野
心
に
満
ち
た
考
え
か
ら
彼
に
反
対
を
唱
え
た
人
び
と
し
夢
。
。
。
Φ
ノ
く
げ
8
。

ρ
巳
ぼ
江
。
房
げ
。
o
も
や
。
。
。
Φ
餌
（
二
六
五
頁
）
。
彼
が
そ
の
人
々
の
野
心
に
反
対

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
大
司
教
」
噂
葺
ユ
錠
。
げ
（
二
六
五
頁
）
。
「
総
大
司
教
」
か
「
総
主
教
」
。

こ
こ
は
ラ
テ
ン
二
会
な
の
で
前
老
で
あ
ろ
う
。

　
「
故
ア
デ
マ
ー
ル
司
教
の
名
声
を
守
ろ
う
と
し
て
逆
に
レ
ー
モ
ン
伯
が
立

て
た
方
針
に
背
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
冒
島
鼠
①
白
蔓
⇔
α
q
訪
α
げ
Φ
旨
賀
、
ω

お
b
暮
暮
δ
ご
け
げ
Φ
唄
≦
Φ
お
汁
プ
ロ
ω
①
口
占
げ
冨
“
8
≦
o
H
犀
ρ
σ
q
鉱
屋
げ
け
げ
Φ
娼
。
嵩
。
《

夢
重
げ
①
げ
曽
“
践
く
○
。
簿
。
ユ
（
二
六
七
頁
）
。
げ
Φ
が
指
示
し
て
い
る
者
は
、

常
識
的
に
は
一
番
近
い
ア
デ
マ
ー
ル
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
原
文
で
は
そ

れ
で
意
味
が
通
じ
て
い
る
。
訳
者
の
解
釈
の
如
く
先
行
す
る
文
の
レ
ー
モ
ソ

だ
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
ア
デ
マ
ー
ル

の
名
声
を
守
る
こ
と
で
、
彼
が
擁
護
し
て
来
た
〔
レ
ー
モ
ン
で
あ
れ
ば
「
主

張
し
て
来
た
」
〕
政
策
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
風
に
訳
さ
な
い

と
、
文
脈
上
意
味
が
通
じ
ま
い
。

　
「
聖
ペ
テ
ロ
の
後
継
老
で
あ
る
教
皇
は
こ
の
町
で
教
皇
座
に
据
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
教
皇
自
身
も
こ
の
「
聖
都
」
を
訪
問
す
べ
き
で
あ
る
」

げ
。
霧
。
ら
巴
詳
け
男
①
冨
同
、
q
。
げ
。
貯
ω
げ
。
巳
畠
び
①
①
風
聴
プ
8
昌
①
仙
汁
げ
興
Φ
旧
ρ
轟
α
財
¢

。・

ｰ
。
巳
α
設
ω
綜
夢
①
鵠
。
ぐ
禽
け
書
記
①
賦
（
二
六
九
頁
）
。
前
半
は
ア
ン
テ
ィ

オ
キ
ア
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
σ
①
Φ
暮
ξ
o
口
。
α
は
教
皇
座
に
据
え
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
の
司
教
塵
に
就
く
意
で
あ
ろ
う
。
又
、
後
半
は
、

「
こ
の
」
を
付
け
る
と
「
聖
都
」
が
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
こ
と
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
が
、
原
文
に
は
「
こ
の
」
に
当
た
る
も
の
が
な
く
、
夢
Φ
鵠
。
ぐ

Ω
蔓
諺
①
開
と
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
部
分

の
原
典
た
る
書
簡
（
麟
．
鼠
ρ
σ
q
o
鈍
形
Φ
団
Φ
目
（
げ
巖
σ
q
．
ソ
導
帖
無
知
§
ミ
簿
ミ
ミ
3

ω
．
同
署
）
に
は
国
δ
羅
ω
舘
①
ヨ
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ア
ザ
ー
ズ
の
町
を
攻
め
よ
う
」
o
o
ヨ
①
o
づ
p
一
〇
貯
⇔
o
p
B
℃
巴
σ
Q
p
汁
◎

夢
⑦
ぎ
≦
昌
9
》
富
N
（
二
六
九
頁
）
。
後
の
叙
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
攻

め
る
の
で
は
な
く
援
助
に
行
く
の
で
あ
る
。

　
「
レ
ー
モ
ソ
隊
の
兵
士
偏
夢
①
ω
o
観
δ
話
（
二
七
五
頁
）
。
前
文
と
の
関
係

か
ら
は
レ
ー
モ
ン
隊
の
兵
士
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
「
彼
を

全
十
字
軍
の
指
導
者
と
認
め
る
」
と
い
う
叙
述
か
ら
は
全
軍
の
兵
士
の
よ
う

に
も
考
え
ら
れ
る
。
原
典
は
ア
ギ
レ
の
レ
ー
モ
ソ
（
鴻
蔑
G
O
“
♪
目
零
u
や

さ。

w
O
）
だ
が
、
そ
の
叙
述
か
ら
も
如
何
な
る
兵
士
か
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
や
は
り
原
文
の
通
り
た
だ
「
兵
士
」
と
し
て
お
く
方
が
安
全
で
あ
ろ
う
。

　
「
お
互
い
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
扁
＄
昌
巳
ぴ
画
調
ヨ
（
二
七
六
頁
）
。
こ
の
カ

ニ
バ
リ
ズ
ム
が
誰
の
肉
を
食
べ
た
の
か
は
、
こ
こ
の
叙
述
か
ら
だ
け
で
は
わ

か
る
ま
い
。
こ
れ
も
ア
ギ
レ
の
レ
ー
モ
ソ
が
原
典
で
（
詠
ミ
．
り
や
b
。
譲
）
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
放
置
し
て
あ
っ
た
サ
ラ
セ
ン
人
の
死
体
を
食
べ
た
の
で
あ
り
、

「
お
互
い
の
肉
を
」
で
は
な
い
。

　
「
戦
争
を
起
こ
し
て
」
ξ
夢
①
ξ
錠
（
二
七
九
頁
）
。
自
分
で
起
こ
す
の

で
は
な
く
、
既
存
の
戦
争
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。

　
「
ト
リ
ポ
リ
の
エ
ミ
ー
ル
で
ハ
ッ
サ
ン
の
部
下
」
（
二
八
四
頁
）
。
原
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
「
ハ
ッ
サ
ン
し
は
な
い
が
、
も
し
補
う
な
ら
ば
「
エ
ミ
ー
ル
で
」
で
は
な

　
　
　
　
　
　
へ

く
「
エ
ミ
ー
ル
の
し
で
あ
ろ
う
。

　
「
司
教
と
自
分
の
旗
手
が
」
夢
。
び
置
げ
。
娼
餌
口
ら
げ
ジ
ω
畠
β
偏
p
H
阜
σ
o
鍵
霞

（
二
九
〇
頁
）
。
ぼ
。
・
を
「
自
分
の
」
と
訳
し
て
は
、
話
者
で
あ
る
ベ
ル
ト
ラ
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刃風

ソ
の
旗
手
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
常
識
的
に
考
え
て
司
教
の
旗

手
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
原
史
料
に
よ
っ
て
確
認
し
得
る
。
ア
ギ
レ
の
レ
ー
モ

ソ
（
四
国
O
O
8
H
月
電
』
①
ど
ト
。
G
。
b
。
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
旗
手
は
国
。
窮
。
引
写

と
い
う
者
で
あ
っ
て
、
．
．
寓
霞
帥
。
犀
ロ
讐
く
8
0
8
ヨ
洋
①
旨
”
＜
Φ
雛
二
審
目
白

Φ
℃
置
。
o
覧
，
、
と
、
司
教
の
旗
手
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
自
分
の
友
人
た
ち
」
三
ω
隷
象
留
（
二
九
〇
頁
末
路
）
。
こ
れ
も
訳
文

で
は
ぼ
ω
を
「
自
分
の
」
と
訳
し
た
た
め
に
、
ピ
エ
ー
ル
の
友
人
の
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ぼ
ω
は
直
前
の
ア
ル
ヌ
ル
フ
を
受
け
て
い
る
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
か
つ
文
脈
上
も
そ
う
で
あ
る
。

　
「
膝
ま
で
あ
る
ゆ
る
や
か
な
一
枚
の
下
着
」
（
二
九
一
頁
）
。
原
語
は
9
巳
。

だ
が
、
そ
の
ま
ま
「
テ
ユ
ニ
ヅ
ク
」
で
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
「
守
備
隊
」
（
二
九
五
頁
五
行
目
）
。
原
文
は
8
冨
団
で
あ
り
、
指
し
て
い

る
も
の
は
「
住
民
し
で
あ
ろ
う
。
「
守
備
隊
」
σ
q
霞
H
冨
。
⇒
は
単
数
で
表
れ
て

お
り
、
文
脈
上
も
「
住
民
」
の
方
が
相
応
し
い
。

　
「
月
が
欠
け
る
こ
と
は
「
三
日
月
」
が
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
属
島

が
人
び
と
を
鼓
舞
し
た
」
津
≦
器
げ
①
貧
8
器
創
σ
団
窪
㊦
。
一
ゼ
。
。
①
o
隔
夢
①

導
o
o
P
団
。
器
σ
＆
貯
σ
q
夢
。
Φ
。
一
ゼ
器
o
h
夢
①
9
①
ω
8
馨
（
二
九
六
頁
）
。

①
o
財
b
器
と
い
う
語
が
出
て
い
る
以
上
、
「
月
蝕
」
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り

さ
せ
な
け
れ
ば
、
意
味
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
月
蝕
が
、
「
三
日

月
」
の
蝕
を
予
言
し
て
、
人
び
と
を
鼓
舞
し
た
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
も
信
仰
上
の
兄
弟
に
対
す
る
戦
闘
」
　
ρ

び
暮
蔦
Φ
ρ
σ
q
巴
嵩
け
け
躍
。
毒
○
げ
鼠
ω
賦
㊤
湧
（
二
九
九
頁
）
。
「
で
あ
っ
て
も
」
が

入
っ
て
い
る
た
め
に
意
味
が
通
じ
な
い
。

　
「
「
柱
の
門
」
（
「
聖
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
の
門
」
）
ま
た
は
「
ダ
マ
ス
ク
ス
の
門
」
」

夢
Φ
○
暮
Φ
o
h
昏
Φ
O
o
貯
8
p
（
ω
け
ω
富
や
げ
窪
、
ω
o
ユ
冨
U
ρ
白
血
。
岳
○
鋒
①
）

（
二
九
九
頁
）
。
括
弧
の
位
置
が
違
っ
て
い
る
。

　
「
防
衛
戦
し
傷
9
①
⇒
8
匂
・
（
三
〇
五
頁
一
七
行
目
と
末
細
）
。
　
三
〇
七
百
ハ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
同
じ
語
を
「
防
衛
線
」
に
作
る
が
、
三
〇
五
頁
も
意
味
上
は
「
線
」
の
方

が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
ア
ス
カ
ロ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
守
備
隊
は
」
（
三
〇
八
翼
一
六
行
目
）
。
原
文

は
日
華
団
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
イ
フ
テ
ィ
カ
ー
ル
と
そ
の
部
下
」
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
な
い
と
こ
の
一
文
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
な
お
、
そ
の
二
行
前

の
「
イ
フ
テ
ィ
カ
ー
ル
は
」
に
は
ρ
コ
◎
ぼ
ω
巳
①
⇒
に
当
る
語
が
抜
け
て
い

る
。　
一
三
〇
頁
峰
沢
の
ウ
ル
バ
ヌ
ス
が
没
す
る
葬
り
は
黒
蜜
。
B
①
が
抜
け
て

い
る
。

　
「
支
配
者
」
（
三
一
一
頁
）
。
九
行
目
と
一
〇
行
目
に
同
じ
語
が
出
て
来
る

が
、
原
語
は
話
σ
q
⑦
鼻
と
H
巳
①
H
で
あ
る
。
前
者
は
教
皇
の
神
政
困
家
計
画

を
受
け
て
、
教
皇
使
節
が
就
く
べ
き
職
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
に
対
す
る

冨
二
巴
三
戸
で
あ
る
。
こ
の
故
に
後
者
は
「
世
俗
の
支
配
者
」
で
良
い
に
し

て
も
、
で
き
れ
ば
前
者
は
そ
れ
と
区
別
で
き
る
用
語
を
考
え
る
方
が
望
ま
し

い
。
と
は
い
え
、
ラ
ン
シ
マ
ソ
の
意
図
は
明
確
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
ウ

ル
バ
ヌ
ス
卑
下
の
「
神
政
国
家
計
画
」
自
体
が
実
態
の
は
っ
き
り
せ
ぬ
も
の

で
あ
り
、
ラ
ソ
シ
マ
ン
自
身
そ
れ
に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
を
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
三
巻
本
で
は
二
八
九
頁
が
当
該
部
分
だ
が
、
そ
こ
か
ら
判
断

す
る
限
り
で
は
、
総
主
教
の
助
言
者
と
い
っ
た
役
割
ら
し
く
、
そ
の
意
味
を

踏
ま
え
て
「
摂
政
」
と
薗
訳
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
教

皇
の
親
政
に
代
わ
る
「
摂
政
」
と
も
考
え
得
る
が
、
ラ
ン
シ
マ
ソ
に
そ
の
意

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
確
言
で
き
な
い
。

　
「
民
衆
の
喚
声
」
（
一
三
五
頁
）
。
　
ク
レ
ル
モ
ン
に
お
け
る
有
名
な
U
o
に
ω
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冨
く
。
洋
の
喚
声
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
原
文
に
は
「
民
衆
偏
は
な
く

た
だ
。
昌
①
の
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
ク
レ
ル
モ
ソ
の
聴
衆
を
原
著
者
に
断
り

な
く
「
民
衆
」
と
規
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
原
著
に
は
な
い
用
語
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
や
や
不
審
な

の
は
叙
述
や
用
語
に
お
い
て
本
文
と
相
違
の
あ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本

文
中
で
は
「
王
国
辱
と
称
し
て
い
な
い
エ
デ
ッ
サ
伯
領
、
ト
リ
ポ
リ
伯
領
、

ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
を
尽
く
「
王
国
」
と
し
或
い
は
そ
の
君
主
を
「
王
」

と
し
て
い
る
こ
と
。
本
文
中
で
は
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
を
「
王
」
と
は
断
言
せ
ず
、

年
表
の
方
で
も
「
事
実
上
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
王
」
と
慎
重
な
叙
述
で
あ

る
の
に
、
こ
こ
で
は
「
初
代
の
王
」
と
す
る
こ
と
。
本
文
中
で
は
ア
デ
マ
ー

ル
の
死
因
を
「
た
ぶ
ん
チ
フ
ス
し
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
で
は
「
ペ
ス
ト

に
罹
り
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
な
お
、
年
表
中
の
「
霧
ペ
ー
ル
伯
」
（
三
二
二
頁
一
行
目
）
は
「
公
」
で
あ

ろ
う
。

　
以
上
、
ほ
ぼ
叙
述
の
順
に
述
べ
て
来
た
が
、
な
お
全
体
と
し
て
気
に
な
る

点
が
あ
る
。

　
ま
ず
称
号
の
表
記
で
あ
る
。
本
書
で
は
「
ツ
ー
ル
ー
ズ
の
伯
爵
と
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
の
侯
爵
を
兼
ね
る
サ
ン
ー
ー
ジ
ル
の
レ
ー
モ
ソ
伯
」
や
「
低
地
ロ
レ
ー

ヌ
の
公
爵
で
あ
る
ブ
イ
ヨ
ン
の
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
公
」
な
ど
の
例
に
典
型
的
に
見

ら
れ
る
如
く
、
原
文
に
U
畠
①
や
0
9
馨
の
語
が
あ
れ
ば
「
爵
」
を
付
け

て
訳
し
、
原
文
は
呼
び
捨
て
で
訳
文
で
の
み
補
う
場
合
に
は
「
爵
」
を
付
け

な
い
原
期
ら
し
い
。
こ
う
し
た
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
問
題
点
が

あ
る
の
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
詳
論
す
る
余
裕
が
な
く
、
こ
こ
で
は
指

摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
た
だ
、
ぴ
鍵
8
を
「
男
爵
」
と
訳
す
こ
と
に
つ
い
て
は
一
ト
言
あ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
　
一
四
八
頁
に
あ
る
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ソ
ス
出
身
の
二
人
の

男
爵
」
牙
。
蜀
巳
く
①
宮
繋
げ
錠
。
岳
で
あ
る
。
　
こ
こ
の
び
曾
。
⇒
は
少
な
く

と
も
近
代
的
な
「
男
爵
」
で
は
な
い
。
こ
の
二
人
は
レ
ー
モ
ソ
ー
ド
ー
ー
サ
ン

ジ
ル
の
配
下
で
あ
っ
て
、
二
六
二
頁
に
「
身
分
の
低
い
騎
士
た
ち
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
δ
器
鐙
昌
。
げ
ざ
・
。
（
「
騎
土
」
で
は
な
く
「
貴
族
」
と
訳
す
べ
き
で

あ
ろ
う
）
な
ど
と
共
に
、
レ
ー
モ
ン
等
よ
り
一
ラ
ン
ク
下
の
者
達
と
考
え
得

る
。
　
一
方
、
ラ
ソ
シ
マ
ソ
は
レ
ー
モ
ソ
の
よ
う
な
伯
の
場
合
に
は
℃
嵩
鵠
。
Φ
ω

と
い
う
語
を
用
い
て
お
り
（
第
八
章
表
題
）
、
こ
の
語
は
前
述
の
如
く
「
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
諸
侯
」
の
所
で
は
「
諸
侯
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
第
八
章

で
は
「
君
主
た
ち
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
で
は
、
こ
の

津
冨
8
。
。
と
区
別
で
き
る
用
語
で
び
費
。
房
を
訳
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
般

的
に
言
っ
て
、
中
世
史
関
係
の
文
献
に
出
て
来
る
び
鍵
。
口
は
適
訳
の
な
い

現
状
で
あ
り
、
評
者
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
「
パ
ロ
ソ
」
と
表
記
し
て
、
不
案

内
な
読
者
の
た
め
に
は
し
か
る
べ
き
註
を
付
け
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
「
ア
ル
メ
ニ
ア
公
爵
領
」
（
五
八
頁
）
の
響
冒
。
首
巴
葺
Φ
ω
の
方
は

「
君
主
国
」
「
小
王
国
」
「
君
侯
国
」
等
が
相
応
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
次
に
固
有
名
詞
表
記
の
問
題
が
あ
る
。
我
国
で
は
所
謂
「
現
地
主
義
」
が

主
流
で
あ
り
、
そ
の
是
非
は
措
く
と
し
て
、
そ
の
原
則
を
貫
く
困
難
さ
は
天

々
経
験
す
る
所
な
の
だ
が
、
こ
の
訳
者
は
そ
ん
な
悩
み
を
超
越
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
ロ
ベ
ル
ト
ー
ー
ギ
ス
カ
ル
ド
」
と
あ
る
所
を
見
る
と
、
　
「
ボ
ヘ
モ

ソ
ド
」
と
い
う
の
も
イ
タ
リ
ア
語
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
甥
は

「
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
」
と
な
り
、
か
と
思
え
ば
「
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
の
兄
弟
の
グ

リ
エ
ル
モ
」
な
ど
と
い
う
混
在
型
も
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
異
語
混
在
は
他

に
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
テ
ユ
ロ
ス
、
ヴ
ァ
ル
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評書

タ
ー
ー
サ
ソ
ー
ー
サ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
（
こ
の
他
に
も
「
ヴ
ァ
ル
タ
ー
」
が
フ
ラ
ン

ス
語
表
記
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
例
は
多
い
）
、
テ
ユ
ー
ビ
ソ
ゲ
ソ
の
ユ

ー
グ
、
ラ
ー
ー
フ
ェ
ー
ル
の
ト
マ
ス
、
サ
レ
ル
ノ
の
レ
イ
ヌ
ル
フ
、
セ
ン
ト
ポ

ー
ル
の
ユ
ー
グ
、
ピ
エ
ー
ル
ー
ー
バ
ル
ソ
ロ
ミ
ュ
！
、
ロ
ー
の
ア
ル
ヌ
ル
フ
、

ピ
エ
ー
ル
ー
ー
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
等
々
、
枚
挙
に
蓬
が
な
い
。
特
に
イ
サ
ー
ク
ー

コ
ム
ネ
ノ
ス
な
ど
、
確
か
訳
者
は
ビ
ザ
ソ
ツ
史
の
人
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

　
こ
の
他
に
も
再
考
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
圃
有
名
詞
表
記

は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
が
あ
り
、
煩
雑
に
も
な
る
の
で
列
挙

は
避
け
た
い
。

　
原
著
に
は
豊
富
な
図
版
が
あ
り
、
本
書
に
も
そ
れ
が
す
べ
て
収
め
ら
れ
て

い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
、
校
正
の
過
程
で
狂
っ
た
も
の
か
、
図
版
の

位
麗
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
て
、
本
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
も
の
が
多
い
の
は

残
念
で
あ
る
。
大
半
は
一
～
二
頁
分
だ
が
、
時
に
は
三
～
七
頁
分
も
ズ
レ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　
r
最
後
に
、
解
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
訳
者
の
「
ま
え
が
き
」
は

ほ
ぼ
本
文
の
要
約
に
終
始
し
、
「
あ
と
が
き
」
は
三
巻
本
及
び
本
書
の
評
衡
、

著
者
の
略
歴
、
翻
訳
の
事
情
な
ど
を
簡
単
に
述
べ
て
い
る
。
も
う
少
し
詳
細

な
解
説
、
で
き
れ
ば
訳
註
な
ど
も
あ
れ
ば
と
思
う
の
は
望
蜀
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
「
ま
え
が
き
」
中
に
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
の
終
期
を
一
二
六
三
年

と
す
る
が
（
四
頁
）
、
通
例
は
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
が
陥
落
し
た
一
二
六
八
年
で

あ
ろ
う
。
ま
た
同
母
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
（
一
〇
九
九
i
一
一
八
七
、

＝
一
二
九
－
四
四
）
と
す
る
が
、
こ
れ
も
説
明
を
要
す
る
。
こ
れ
は
イ
ェ
ル

サ
レ
ム
市
が
十
字
軍
側
の
手
中
に
あ
っ
た
期
間
で
あ
り
、
「
王
国
」
の
存
続

期
間
と
し
て
は
一
〇
九
九
一
一
二
九
一
と
い
う
の
が
や
は
り
通
例
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
あ
と
が
き
」
中
に
「
著
者
は
十
字
軍
の
歴
史
を
一
貫
し
て
民
衆
史

の
立
場
か
ら
捉
え
よ
う
と
試
み
」
と
い
う
の
は
、

か
や
や
不
審
で
あ
る
。

何
を
指
し
て
そ
う
い
う
の

　
以
上
、
他
に
も
気
に
な
る
点
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
だ
が
、
紙
数
を
大
幅

に
超
過
し
て
い
る
た
め
、
省
略
し
た
。
な
お
評
者
の
無
知
や
誤
読
か
ら
来
る

的
外
れ
の
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
際
に
は
御
海
容
を
乞
う
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
蝦
謹
と
並
ん
で
今
｝
度
言
及
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い

の
は
、
や
は
り
蓑
題
の
付
け
方
で
あ
ろ
う
。
殆
ど
純
粋
に
第
一
回
十
字
軍
し

か
扱
っ
て
い
な
い
本
を
、
何
故
通
史
で
あ
る
か
の
如
き
表
題
を
付
け
る
の
か
。

殊
に
、
ラ
ソ
シ
マ
ソ
に
は
文
字
通
り
『
十
字
軍
の
歴
史
』
と
訳
さ
れ
得
る
著

名
な
通
史
が
存
在
す
る
故
に
、
こ
う
し
た
表
題
の
付
け
方
は
購
読
者
に
誤
解

を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
れ
は
訳
者
の
責
任
で
は
な
く
出
版
社

の
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
こ
の
訳
老
に
は

以
前
に
も
「
東
ロ
ー
マ
一
千
年
の
歴
曳
」
と
副
題
を
付
け
た
著
作
が
あ
る
こ

と
を
想
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
井
上
浩
　
氏
に
よ
る

批
判
（
『
西
洋
史
学
』
＝
＝
号
三
五
頁
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
書
に
も
そ

の
ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
は
あ
っ
た
と
し

て
も
、
度
重
な
れ
ば
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
蕪
辞
を
連
ね
た
が
、
勿
論
ラ
ソ
シ
マ
ソ
の
本
書
が
邦
訳
さ
れ
る
こ

と
自
体
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
本
の
帯
に
も
大
書
し

て
あ
る
如
く
、
原
著
は
「
不
朽
の
名
著
」
「
古
典
的
名
著
」
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
や
は
り
細
心
の
注
意
と
慎
重
さ
と
を
以
っ
て
翻
訳
に
反
る
こ
と
こ
そ
、

名
著
に
対
す
る
敬
意
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　
（
四
六
判
　
三
三
四
頁
　
一
九
八
九
年
二
月
　
河
出
書
房
新
挫
　
二
九
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
教
育
大
学
助
教
授
　
大

）
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